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相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

あ
な
た
に
寄
り
添
う 

　　　　     

成
年
後
見
制
度

　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
に
よ
り
自
分
で
十
分
な

判
断
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
人
の
、
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

生
活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
や
契
約
、
財
産
管
理
を
行
う
場
合
な
ど

に
、
本
人
に
不
利
と
な
ら
な
い
よ
う
支
援
者(

成
年
後
見
人
等)

が
見
守

り
、
お
手
伝
い
し
ま
す
。
一
人
で
十
分
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
も
、

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
備
え
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
…
長
寿
介
護
課
☎
72-

８
３
２
４

一
人
で
判
断
す
る
こ
と
に
不
安

や
心
配
の
あ
る
人
を
支
え
ま
す

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力

が
不
十
分
な
人
は
、
医
療･

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
や
、
預
貯
金

の
払
い
戻
し
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
家
族
の
遺
産
分

割
の
協
議
や
自
分
の
不
動
産
の
売

買
を
す
る
際
に
、
適
切
に
判
断
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
人

に
不
利
な
契
約
と
分
か
ら
ず
、
振

り
込
め
詐
欺
な
ど
悪
質
商
法
の
被

害
に
遭
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
を
守
る
た
め
、

成
年
後
見
人
等(

後
見
人･

保
佐

じ
め
自
分
で
選
ん
だ
人
を
任
意
後

見
人
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
公
証

役
場(

公
正
証
書
の
作
成
な
ど
を

行
う
、
法
務
局
所
管
の
役
場)

で

契
約
を
結
ん
で
お
き
ま
す
。

　

成
年
後
見
人
等
は
、
例
え
ば
本

人
に
代
わ
っ
て
の
入
院
契
約
、
年

金
の
受
領
、
税
金
な
ど
の
支
払
い
、

郵
便
物
の
確
認
、
家
屋
の
維
持
管

理
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

手
術
の
同
意
、
借
金
の
連
帯
保
証
、

直
接
的
な
介
護
、
送
迎
、
葬
儀
な

ど
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
相
談
窓

口
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人･

補
助
人)

が
本
人
の
生
活
や
契

約
行
為
な
ど
を
助
け
、
支
え
ま
す
。

　　

成
年
後
見
制
度
に
は
、
判
断
能

力
が
す
で
に
低
下
し
て
い
る
人
を

支
援
す
る
①｢

法
定
後
見
制
度｣

と
、

判
断
能
力
が
あ
る
う
ち
に
将
来
に

備
え
て
支
援
者
を
決
め
る
②｢

任

意
後
見
制
度｣

が
あ
り
ま
す
。

　

｢

法
定
後
見
制
度｣

は
、
本
人
や

配
偶
者
、
四
親
等
内
の
親
族
の
申

し
立
て
で
、
家
庭
裁
判
所
が
後
見

人
等
を
選
任
し
ま
す
。

　

｢

任
意
後
見
制
度｣

は
、
あ
ら
か

２
種
類
の
制
度
で
必
要
な
人
の

事
情
に
応
じ
て
活
用
で
き
ま
す

　　成 年 後 見 制 度

今は元気だけど、もし
も認知症になったとき
家族に迷惑をかけたく
ない。この人にサポー
トを頼みたい

子どもに障がいがある
ので、自分たちに何か
あったときに財産の管
理や福祉サービスの利
用契約ができるか心配

遠方に住む認知症の
家族が、銀行の通帳
を無くしたと言って
何度も再発行する

一人暮らしの親
が、知らない業
者から高額な商
品を買わされた

成
年
後
見
人
等
が
で
き
る
こ
と

北上市権利擁護支援セ
ンター(成年後見制度
や権利擁護について)

今
は
ま
だ
…
で
も
将
来
に
備
え
て
知
っ
て
お
き
た
い

②任意後見制度②任意後見制度

判断能力が十分なうち

に将来に備えて｢誰｣を

支援者にして｢何｣を頼

むのか決めておく制度

です。

任意後見契約

①法定後見制度①法定後見制度

すでに判断能力が低下している場合に利用する制度です。本

人の判断能力の程度により、支援体制が｢後見･保佐･補助｣に

分類され、サポートできる範囲も変わります。

常にない 不十分著しく不十分

後見 保佐 補助

判断能力

あらゆる契約を
後見人が行う

重要な契約を
保佐人が行う

難しい手続きを
補助人が行う
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相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

実
際
に
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、

ど
ん
な
き
っ
か
け
で
利
用
を
始
め
た

の
で
し
ょ
う
か
？

　

判
断
能
力
の
低
下
に
よ
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

各
窓
口
へ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相談窓口／地域包括支援センター(担当地区) 住所 電話番号

本通り(黒沢尻東･黒沢尻西) 本通り四丁目10-11 72-7254

いいとよ(黒沢尻北･飯豊) 村崎野17-115-3 62-4100

北上中央(相去･鬼柳) 大堤西二丁目6-5 72-6178

展勝地(二子･更木･黒岩･立花･口内･稲瀬) 立花10-36-1 61-0225

わっこ(江釣子) 上江釣子17-117-1 77-5055

わっこのわ(和賀) 和賀町横川目10-20-3 62-3247

■高齢者の困りごと相談

■権利擁護(権利侵害からの保護)･成年後見制度の相談

  北上市権利擁護支援センター(長寿介護課内)☎72-8324

相談窓口 住所 電話番号

相談支援事業所　萩の江 新穀町一丁目7-32 65-6330

相談支援センターさくら 本通り二丁目1-10 63-2039

自立生活支援センター北上 本通り二丁目2-1 63-7289

北上市社会福祉協議会 常盤台二丁目1-63 64-1212

■障がい者の困りごと相談

教えて！
後見人のお仕事

後
見
人
等
に
は
、
必
要
な
支
援
に
応
じ
て
親

族
、
法
律･

福
祉
の
専
門
家
、
そ
の
他
の
第
三

者
、
福
祉
関
係
の
個
人･

法
人
が
選
ば
れ
ま
す
。

福
祉
の
専
門
家
と
し
て
後
見
人
を
担
う
社
会
福

祉
士
の
田
鎖
健
さ
ん
に
、
普
段
ど
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
る
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
認
知
症
に

な
り
、
家
族
や
周
り
の
人
た
ち
が
心

配
し
て
利
用
を
開
始
し
た
ケ
ー
ス
が

多
い
で
す
。
ま
た
、
二
人
暮
ら
し
の

老
齢
の
夫
婦
が
、
物
忘
れ
な
ど
が
多

く
な
り
不
安
に
な
っ
て
利
用
を
始
め

た
人
も
い
ま
す
。
障
が
い
者
で
は
、

こ
れ
ま
で
面
倒
を
見
て
い
た
親
が
高

齢
に
な
っ
た
こ
と
で
、
後
見
人
に
引

き
継
ぐ
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

社
会
福
祉
士
は
後
見
人
と
し
て
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
か
？

生
活
全
般
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に
月
に
一
度
は
訪
問
し
、

健
康
状
態
や
光
熱
水
費
の
支
払
い
の

確
認
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
あ

れ
ば
そ
の
手
配
な
ど
で
す
。
ま
た
、

収
入
に
見
合
わ
な
い
高
額
な
商
品
を

購
入
し
て
生
活
を
圧
迫
し
て
し
ま
う

場
合
、
本
人
に
確
認
し
た
上
で
解
約

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

活
動
す
る
際
に
気
を
付
け
て
い
る
こ

と
は
何
で
す
か
？

本
人
が
望
む
生
活
が
で
き
る
よ
う
に

寄
り
添
う
こ
と
で
す
。
判
断
能
力
の

程
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
ま
で
後
見
人
が
や
っ
て
し

ま
っ
て
は
、
そ
の
人
の
権
利
を
奪
う

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
生
活
を
見

守
り
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を

判
断
し
ま
す
。
た
だ
し
、
何
よ
り
大

事
な
の
は
命
を
優
先
す
る
こ
と
。
た

と
え
本
人
の
意
思
で
な
く
て
も
、
命

を
守
る
た
め
に
必
要
な
支
援
は
で
き

る
範
囲
で
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

制
度
を
知
る
こ
と
で
、
困
っ
た
と
き

に
頼
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢

が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
が
ど

の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
か
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
ほ
し
い
で

す
。
そ
ん
な
に
急
が
な
く
て
も
い
い

け
れ
ど
、
知
っ
て
お
い
た
ほ
う
が
い

い
制
度
で
す
よ
。
相
談
窓
口
も
あ
り

ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

この人に聞きました

田
たぐさり

鎖 健
けん

さん

社会福祉法人博愛会 

エスカール在宅介護支

援センター主任介護支

援専門員、社会福祉士

成年後見制度講演会

　制度を知り、将来どのように暮らし

ていきたいかを考えませんか。

■とき…11月27日㈰13時30分～15時30分

■ところ…日本現代詩歌文学館講堂

■内容…(公社)成年後見センター･リー

ガルサポートの司法書士･石川誠司氏

による講演｢成年後見制度～いざと

いう時に慌てないように～｣、劇団

｢友蔵と仲間たち｣による演劇｢友蔵人

生の集大成～おらの想いを受け止めて～｣

■定員…来場100人、オンライン100人

(どちらも先着順)

※演劇はオンライン配信がありません。

■申し込み…右記申し込

みフォームまたは電話で

長寿介護課(☎72-8324)へ


